A Research on the Color within the Oral Cavity 1st Report : Contriving a Dental Micro-Color-Meter and measurement of the color of the porcelain teeth by 橋口 綽徳 et al.
〔原著〕松本歯学6：59－－67， 1980
口 腔 内 の 色 彩 に 関 す る 研 究
第1報 歯科用マイクロカラーメーターの考案と陶歯の色の測定
橋 口 綽 徳
松本歯科大学 陶材センター(主任 橋口綽徳 教授)
須賀長市　益田善任　平川昭二
スガ試験機株式会社(社長 須賀長市)
A Research on the Color within the Oral Cavity
lst Report : Contriving a Dental Micro-Color-Meter and measurement
of the color of the porcelain teeth
HIROYOSHI HASHIGUCHI
Matsumoto Dental College Porcelain Center
(Chief : Prof. H. Hashiguch)
CHOlCHI SUGA YOSHITO MASUDA and SHOJI HIRAKAWA
Suga Experimental Instruments Company
(President : C. Suga)
Summary



























































































































































































NO X Y Z κ ツ
Basic　range 59 22．0 23．3 24．0 0，317 0，336
62 19．2 20．0 21．1 0，318 0，332
66 17．4 18．1 18．7 0，321 0，334
65 16．9 17．7 17．3 0，326 0，341
67 19．3 19．4 19．4 0，332 0，334
69 16．9 17．5 17．4 0，326 0，338
77 17．7 18．5 18．0 0，327 0，341
81 16．3 17．1 16．2 0．3四 0，345
Characterized 64 24．2 25．1 24．3 0．3田 0，341
68 20．2 20．8 20．0 0，331 0，341
70 18．3 18．8 18．5 0，329 0，338
82 20．8 20．5 16．1 0，362 0，357
Yellow　range 51 20．1 20．8 22．2 0，319 0，330
52 19．6 20．7 20．8 0，321 0，339
53 20．2 20．8 21．4 0，324 0，333
54 16．6 17．5 17．8 0，320 0，337
55 18．2 18．8 18．5 0，328 0，339
56 18．1 18．7 18．2 0，329 0，340
Gray　range 91 18．5 19．2 21．1 0，315 0，327
92 19．1 19．9 20．9 0，319 0，332
93 17．5 18．4 18．8 0，320 0，336
94 16．7 17．5 17．5 0，323 0，338
95 16．0 16．8 17．1 0，321 0，337











































NO X Y Z κ 夕
Basic　range 59 22．0 23．3 24．0 0，317 0，336
1型 62 19．2 20．0 21．1 0，318 0，332
66 17．4 18．1 18．7 0，321 0，334
65 16．9 17．7 17．3 0，326 0，341
67 19．3 19．4 19．4 0，332 0，334
69 16．9 17． 17．4 0，326 0，338
77 17．7 18． 18．0 0，327 0，341
81 16．3 17．1 16．2 0，329 0，345
Basic　range 59 20．1 20． 21．1 0，324 0，335
II型 62 16．4 16、 16．6 0，329 0，337
66 14．8 15．2 14．4 0，333 0，342
65 15．1 15． 14．5 0，334 0，345
67 15．2 15． 14．3 0，336 0，349
69 12．6 12． 12．4 0，335 0，335
77 13．8 14． 12．9 0，338 0，346


























































































NO X Y Z ズ 夕
R4 21．5 22．4 24．5 0，314 0，327
R6 15．9 16．9 18．3 0，311 0，331
R8 18．5 19．1 20．7 0，317 0，328
S2 20．8 22．0 21．7 0，322 0，341
S4 18．2 18．9 19．7 0，320 0，333
S6 20．1 21．0 19．3 0，333 0，348
S8 16．6 17．3 17．1 0，325 0，339
S9 16．3 17．3 16．5 0，325 0，345







NO X Y Z π y
MCC　II型 52 15．9 16．4 ユ6．8 0，324 0，334
による出の 55 16．6 17．4 16．0 0，332 0，348
切端部位測定平 56 16．5 17．2 15．1 0，338 0，352
均値
M．C。C．　II型 52 21．3 22．5 22．7 0，320 0，338
による坦の 55 14．9 15．4 15．7 0，324 0，335
中心部位測定平 56 17．0 17．4 17．1 0，336 0，338
均値
M．C，C．1型 52 24．3 25．7 24．1 0，328 0，347
による3旦の 55 22．7 24．3 21．5 0，331 0，354
歯頸部位測定平 56 21．9 23．2 20．7 0，333 0，353
均値
M．C．CII型 52 21．7 22．7 21．8 0，328 0，343
による担の 55 18．1 19．3 17．1 0，332 0，354
歯頸部位測定平 56 17．5 18．4 16．2 0，336 0，353
均値
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図11（1｝：松風Real　Teeth（M．C．C．　ll型で切端部
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図11（2）：松風Real　Teeth（M．C．C』型で中心部
　　　測定）
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図11（3）：松風Real　Teeth（M．C．C．1型　φ2％で
　　　　歯頚部測定）’
　M．C．　C．　II型での切端部の高値はNo．55で，
X16．6，　Y　17．4，　Z　16．0，　xO．332，．yO．348であ
り，歯頸部ではNo．52が最も高い値を示し，　X
21．7，Y22．7，　Z　21．8，　xO．328，　yO．343．　No．56
では，X17．5，　Y18．4，　Z　16．2であり，xでは0．
336，yO．353と低値を示した．
　M．CC．1型で，』～L3の歯頸部を測定しその平
均値を求めると，最も高い値を示したのはNo．　52
波　　　　　　　長 色　　　相
400～450　㎜ 青　紫
450～500　㎜ 青
500～570　㎜ 緑
570～590　㎜ 黄
590～610　㎜ 燈
610～700　mm 赤
図11（4）：松風Real　Teeth（M．C．C』型で歯頚部
　　　　測定）
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で，X24．3，　Y25．7，　Z24．1でxは0．328，　yで
は0．347であり，低い値はNo．56で，　X　21．9，
Y23．2，　Z　20．7，　xO．333，　yO．353であった．
4．考 察
　現在；色を測定する必要のある分野は極めて広
くなりつつあり，歯科界においても，口腔内の歯
牙，粘膜，額蝕，歯科用材料，金属，その他多く
の材料を測る測色計は欠く事の出来ない測定器と
なるであろう．
　今まで使用されてきたカラーメーターは，大規
模な装置のわりには，細部を測定する事が出来な
かった．今回，開発した本装置は，従来の測色計
では測定出来なかった，極めて微少面の測色が出
来，その上小型化された上に性能が良く，2
mm～0．5　mmに検知部を絞り，ガラスファイパー
を長くのばして簡単に口腔内に挿入し，歯の色の
測定および顧蝕歯の明度の測定等に最適である．
　本器は，測定検知部，計測部および，光源用電
圧装置に分かれ，1型に比較しII型tll型は，電圧
の安定性があり，検知部はフレキシブルなガラス
ファイパーと，受光器の組合わせからなり，計測
部はL．S．1．（大規模集積回路）を用いた，コン
ピューターを内蔵しているので，測定時間はわず
か0．5秒でXYZ，　ayを同時に表示する事が出来
る．ガラスファイパーには2種類あり，測色計用
（φ2m／m）と明度用（φ0．5　m／m）があり，容易
に取付け交換が出来る．この器械の特長を列記す
ると，1．微小面が測定可能，2．ロ腔内の測定
が可能，3．コンピューターを採用し，測定時間
は短かく高精度であり，4．測定値XYZ，　ayをデ
ジタルで同時表示出来る．
　今までのC．M．はXYZの測定のみで，　xyの同
時測定は不可能であったが，M．　C．　C．1型，　II型
はXYZ，　xyの値を0．5秒で同時に測定が出来る，
III型はφ0．5　m／mに検知部を絞り，臼歯部の細部
までYの値を測定する事が出来る．これにより，
鶴蝕歯を探知し，歯牙，粘膜，歯牙補綴物の充墳
物の色を簡単に判定する事が可能になった．
　医科と歯科との相違点といえば，歯科では外科
的，内科的の処置の後に必ず保存的，補綴的修復
をするという点である．その修復する際のポイン
トは，必ず自然歯に近い状態に復元するという事
である．多くの臨床家が欠損補修する義歯，ジャ
ケットの色調の再現を行う場合，既製　Shade
Guideによって天然歯の色調を選択し，できる限
り天然歯との色の調和をはかろうとしているのが
現状である．現在では種々の歯科材料の内，陶材
以上のものはないと私は思う．我々はこの色彩を
Shade　Guide　33種類をM．　C．　C．で測定して見
た．
　Trubyte　Bioform　Shade　Guide　Dentsply　In－
ternationalの平均値においては，　Basic　range，
Characterized，　Yellow　range，　Gray　rangeいず
れも明度（Y値）において，No．が多くなるに従っ
て数値は低くなり，また，色度（ay値）において
はNo．が多くなるに従って，逆に高くなるといえ
る．
　Anatoform，　Preceptorの平均値においては，明
度，色度において変化が見られた．また，日常歯
科補綴に使用しているReal　Teethにおいても52
→56に行くに従って，明度は低い値を示し，色度
は高い方へ移行している．
5．結 論
1．私共は，C．1．　E．（国際照明委員会）にもとず
く，三刺激値XYZ表示方法による，三刺激値を
計測できるMicro　Colour　Computer　I型，　II型，
III型を考案した．
2．このM．C．C．の計測部はLS．1．（大規模集
積回路）を用いたComputerが内蔵され，検知部
はフレキシブルなガラスファイパーと，受光器の
組合せからなり，測色用（φ2m／m）と，明度用
（φ0．5m／m）が有り容易に取付けられ，測定時間
がわずか0．5秒でXYZ，　xyを同時測定する事が
出来る，（手動式，足動式）高精能のM．C．　C．で
ある．
3．M．　C．　C．によって，　Trubyte　Bioform　Shade
Guide　30　9類を測定したところ，　XYZ刺激値は，
Basic　range，　Characterized，　Yellow　range，
Gray　Rangeと概してShade　Guide番号｝こ従っ
て，明度は，明色から暗色へ，彩度は，淡色から
濃色へと移行した．色相の変化も一定の傾向が見
られた．
4．Anatoform　preceptorの平均測定値において
も，刺激値に変化が見られた．
5．又，日常歯科補綴に使用しているReal　Teeth
においても，52→56に行くに従って低い値を示し
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た．
6．Shade　Guideの歯頸部と，中心部は大体同じ
色に近かったが，切端部は前者とは異なる事がわ
かった、
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